
株式会社オルタステクノロジー高知
　環境サイトレポート　　２０１１

私達は、確実に進行していると言われている地球温暖化をはじめとする人類の活動に伴う

環境への悪影響を防止することが、企業の社会的責任のひとつであると考えています。

株式会社オルタステクノロジー高知は、これまでにもＴＦＴ液晶ディスプレイメーカーとして
地球温暖化ガスであるＮＦ３（三ﾌｯ化窒素）の使用を世界で初めて全廃するなど、地球環境

保護にむけて業界のなかで先進的な取り組みを進めてまいりました。

当社はこれから、更に一歩進んだ環境保護のための活動を展開し、企業の社会的責任を

果たしてまいりたいと考えています。

株式会社オルタステクノロジー高知

 代表取締役　社長　　青木 健二

環境基本理念
　 　私たちは、オルタステクノロジーグループの一員として、社会的責任を遵守し、地球環境との調和が
取れた企業活動を行い、持続可能な社会の実現に努めます。南国市の豊かな自然を守る市民憲章
に共感し「守ろう自然、きれいな水とおいしい空気を次世代へ」をスローガンに活動します。

環境基本方針
　当社は、「TFT液晶表示モジュール及びTFT液晶表示モニター」のマザー工場として上記スローガン
のもと全従業員が以下の方針に基づき行動します。

１.事業活動において環境に及ぼす影響を把握し、負荷低減の環境目的・目標を定め、環境実績
   の継続的な向上に努めます。
２.当社に関連する環境法規制、地域協定及び同意するその他の要求事項を遵守します。
３.当社の活動、製品、サービスに関わる環境側面のうち、以下の項目を環境管理重点テーマとして
   取り組み環境実績の向上に努めます。
a) 電力・重油等を効率的に使用し無駄を減らし、省エネルギーに取り組みます。
b) 地球環境に負荷を与える物質は、代替物質の採用や使用量を減らし環境負荷の低減に取り組みます。
c) 廃棄物の発生量抑制、再利用、再資源化を進め、ゼロエミッションの維持・向上に努めます。

４.環境マネジメントシステムが適切に運用されているか、内部環境監査を実施し、必要な見直しを行い
   継続的な改善に取り組みます。
５.全従業員に対して環境教育・訓練を実施し、環境への意識向上を図ります。
６.環境情報の開示に努めると共に、地域社会の環境活動に参加しコミュニケーションを図ります。

株式会社オルタステクノロジー高知
代表取締役 青木　健二　 2010年8月3日

スローガン：守ろう自然　きれいな水とおいしい空気を次世代へ

環境方針



■2010年度　環境活動目標と結果

　ｴﾈﾙｷﾞｰの削減
　　原単位＝ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量/基板枚数 　原単位＝26.45 　原単位＝23.91 　原単位＝21.73
　　　　　　　　(原油換算ﾘｯﾄﾙ/枚） 　2009年度 　(基準年度の9.6%削減）

　廃棄物の削減
　　原単位＝廃棄物発生量/基板枚数 　原単位＝2.19 　原単位＝2.18 　原単位＝1.90

　2009年度 　(基準年度の0.46%削減） 　(基準年度の13.2%削減）

　化学物質の削減 　原単位＝4.6 　原単位＝3.3 　原単位＝4.54
　　原単位＝ＳＦ6 (六フッ化硫黄) 使用量/基板枚数　2009年度 　(基準年度の8.3%削減） 　(削減活動一年先送り）

■環境活動報告

１．地球温暖化防止の取組み

●温室効果ｶﾞｽの代替化、NF3の全廃
オルタステクノロジー高知は、地球温暖化抑制に向け活動を進めてきました。

・2005年3月、TFT液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの製造工程で使用するCVDｸﾘｰﾆﾝｸﾞｶﾞｽ「NF3（三ﾌｯ化窒素）」を全廃し

 地球温暖化の抑制に効果が極めて高い「COF2（ﾌｯ化ｶﾙﾎﾞﾆﾙ）」を量産工場として世界で初めて採用しました。

・COF2の地球温暖化係数はCO2と同じ”１”であり、従来のNF3の”10,800”に対して、温暖化に

 対する潜在的リスクを飛躍的に低減することができました。
・上記の継続的な運用に加え、他のプロセスガスにも適用を拡大すべく活動を継続しています。

TFT製造工程のCVD用ｸﾘｰﾆﾝｸﾞｶﾞｽの変更

NF3　（三ﾌｯ化窒素） COF2　（ﾌｯ化ｶﾙﾎﾞﾆﾙ）

　NF3→代替ガス化

■基礎実験～量産化評価
・ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｾｽ条件設定
・設備改造設計　・除害ｼｽﾃﾑ検討 　　2005.6.29に報道発表

●省ｴﾈﾙｷﾞｰ、活動の経緯

０．第1.2工場の附帯設備省エネ 　2．第1工場ＣＤＡ設備の省エネ
　①排気ﾌｧﾝのｲﾝﾊﾞｰﾀ化 　　①ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの圧力精密制御運転
　②ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの台数制御 　　 　アンﾛｰﾄﾞ待機時間短縮
　③空調設備温水ﾎﾟﾝﾌﾟ１台停止 　　②圧縮後水分ﾄﾗｯﾌﾟ設置
  ④冷却塔の台数制御 　　　 (乾燥器負荷低減）
　⑤機械室・電気室の常夜灯設置 　3．第2.3工場ＣＤＡ設備の省エネ
1．第3工場の附帯設備省エネ 　　①供給圧力下げ（△0.10ＭＰa）
　①省電力ＦＦＵの採用 　4．空調設備省エネ
　②省ｴﾈ型ＨＦ照明の採用 　　①ｸﾘｰﾝﾙｰﾑの設定温度ｱｯﾌﾟ
　③生産装置発熱量の絞込み 　　②外調機空気処理変更（夏場）
　④超低圧ＲＯ膜の採用 　　③第2ﾎﾞｲﾗｰ圧力下げ
　⑤冷熱源変流量ｼｽﾃﾑの採用 　5．省エネ熱源統合システム

　　①第１・２工場ﾀｰﾎﾞ冷凍機導入
　　②原水昇温システム導入

2007 2008 2009 20102003 2004 2005 20061993～1996 　1997～2000 2001 2002

目標基　準項　　目 実績

2002年度～2004年度 2005年度

2005.3月

　　地球温暖化係数（GWP）　　　10,800

　　　　　　　5．設備タクトの改善、歩留り改善（生産効率改善）　　　 6．消灯、事務機器の省エネ

　１．第3工場省エネ（附帯設備）

　2．第1工場ＣＤＡｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ省エネ

　3．第2.3ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ省エネ

０．第1,2工場省エネ（附帯設備）

　省エネ効果
　1,500Mwh/年

四国通産局長賞を
　１９９７．１月受賞

資源ｴﾈﾙｷﾞｰ庁長官賞
を　　　　　　　　２００２．

１月受賞
　4．空調設備省エネ

省エネ効果
　約1,900Mwh/年

　省エネ効果
　　約315Ｍｗｈ/年

　省エネ効果
　　約550Mwh/年

　省エネ効果
　　約320Mwh/年

１（＝CO2）

NF3全廃 COF2量産運用

5.省エネ熱源統
合システム

　省エネ効果
　　約2,500ｋｌ/年



●省ｴﾈﾙｷﾞｰ、ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量と原単位

　・2005年度のｴﾈﾙｷﾞｰ使用量は、夏場の空調機処理条件の変更 　・CO2排出量生産高(金額）原単位は、2001年度に対して
　　その他活動により前年度に対して2.0％減少しました。 　　2005年度は56％改善されました。
　・基板枚数原単位は、製品機種構成の著しい変化などの要因により原 　･2004年度以降は、製品の売価ﾀﾞｳﾝが続いており原単位
　　単位は7.3％増加しました。 　　が増加しています。
　・2009年度はﾀｰﾎﾞ冷凍機の導入により使用量は大幅に削減されました 　･CO2排出量は、2005年度は対前年度2.0％減少しました。
　　が、製品出荷が低迷した為原単位は悪化しました。 　・2009年度はﾀｰﾎﾞ冷凍機の導入により排出量は大幅に低減

　　しましたが、製品出荷が低迷した為原単位は悪化しました。

２．資源保護活動　　●排水量の削減

　限りある水資源を有効活用し、排水流出による環境負荷の低減と
工業用水の使用量削減に向けた活動に取組みました。

　①純水製造工程で発生するRO濃縮水回収
　②生産工程の洗浄済み排水回収
　③製造工程の改善
を実施し年間約78,000ﾄﾝの工業用水を削減することができました。

　･2005年度原単位は、2001年度に対して23.0％改善されました。
　･排ｶﾞｽ除害装置の増加に伴い2005年度は前年度より増加していますが、
　  今後の更なる方策を実施し改善を図っていきます。
　・2009年度は製品出荷の低迷により排出量は低減しましたが、
　　原単位も悪化しました。

　

３．廃棄物の削減、再資源化　　　　　････2003年11月にｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝを達成しました。

2001年度 ・脱水汚泥、液晶ｶﾞﾗｽ・ｶﾞラス基板、非塩ビ系廃ﾌﾟﾗ   　 2004年度 ・廃棄ﾊﾟｿｺﾝの再資源化
　　　　　　　　100％再資源化 ⇒ ﾘｻｲｸﾙ率大幅向上     　・少量廃棄物(有機溶剤、一般ｶﾞﾗｽ）の再資源化
2002年度 ・廃酸類 の100％再資源化 　    ・使用済み薬液の回収再利用開始
　　　　　　 ・目で見る管理強化、･廃棄物分科会の体制強化   　 2005年度 ・廃棄ﾊﾟｿｺﾝの100％再資源化
　　　　　　 ・廃ﾌﾟﾗ(ｸﾘｰﾝ手袋、ﾊﾟﾚｯﾄ）有価取引業者開拓 　    ・廃ﾌﾟﾗ類のRPF化（固形燃料）
2003年度 ・業者開拓による廃ﾌﾟﾗ溶剤付着物100％再資源化 　    ・ｱﾙﾐｴｯﾁﾝｸﾞ廃液のﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ化
　　　　　　 ・廃ﾌﾟﾗのｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ ⇒ ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ有価物化 　    ・少量溶剤/潤滑油のﾘｻｲｸﾙ化
　　　　　　　 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾊﾟﾚｯﾄの有価物売却
2009年度 ・脱水汚泥の乾燥率向上施策開始

ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量･原単位
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　４．環境測定ﾃﾞｰﾀ 2010年度

･排出水水質    　　単位：【mg/l】

県の排出
基準

自主基準 測定値

 鉛及びその化合物 0.1 0.08 N・D  水素ｲｵﾝ濃度（単位：PH） 5.8～8.6 6.1～8.3 7.9

 六価ｸﾛﾑ化合物 0.5 ― N・D  生物学的酸素要求量（BOD） 20.0 16.00 14

 ほう素及びその化合物 10.0 ― N・D  浮遊物質(SS） 25.0 20.00 16

 ふっ素及びその化合物 8.0 7.00 5.40  ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物動植物油 5.0 4.00 N・D

 ｱﾝﾓﾆｳﾑ、ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物 100.0 ― 7.60  銅含有量 1.0 0.80 N・D

 亜硝酸化合物  亜鉛含有量 5.0 4.00 N・D

 硝酸化合物  溶解性鉄含有量 10.0 8.00 0.01

　　N･Dは検出下限値未満を示します

・排出ガス濃度

硫黄酸化物（単位：m
3
N/ｈ）

法の
排出基準

自主基準
測定値
（平均）

法の
排出基準

自主基準
測定値
（平均）

法の
排出基準

自主基準
測定値
（平均）

 冷凍機（R3-1､R3-2号機） 0.20 0.10 ＜0.001 3.25 0.33 0.0445 150 140 55

 ﾎﾞｲﾗｰ（B2-1､B2-2、B2-3号機） 0.20 0.10 ＜0.001 2.10 0.21 0.0336 150 140 66

 ﾎﾞｲﾗｰ（B3-1、B3-2号機） 0.20 0.10 0.001 3.04 0.30 0.028 150 140 64

　５．環境法規制対応と環境リスク

当社は、南国市と平成3年9月に公害防止協定を締結し、地域住民の健康を保護するとともに生活環境の
保全に努めています。法及び協定の排出基準を遵守するため、より厳しい自主基準を設定し日常管理を
行っています。排水は国分川への河川放流のため細心の注意を払い管理を徹底し、南国市へ報告しています。

　・緊急時対応の機材設置
　　と遮断弁設置

工場内の薬液タンクから万一薬液 工場内の配管から万一薬液が漏れ ガス漏れを想定し、緊急事態
が漏れた場合、工場外流出を防止 た場合、異常の早期発見できるよう 事故に関する訓練を実施して
するため全ての薬液タンクに防液 架空配管としています。 います。
堤を設置しています。

６．環境教育

環境活動を進めていくためには、従業員がその重要性を認識し、自覚をもって行動することが大切です。
当社では、一般教育、特定現場教育･訓練、順法教育、内部監査員教育を計画し実施しています。

（１） 一般教育：環境保全意識の高揚のため、環境方針、環境目的・目標、緊急連絡体制、廃棄物分類、など
（２）特定現場教育 ： 著しい環境側面に従事する人へ、知識や取扱い方法の教育･訓練
（３）順法教育 ： 該当物質を取扱う上で順守しなければならない知識、MSDS周知、保管管理方法
（４）内部監査員教育 ： 監査を有意義にするため規格要求事項、該当法規制等、必要な知識の教育

７．社会貢献活動

　地域への社会貢献活動のひとつとして、学生･一般の工場見学、高校･高専生のｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ生を積極的に
　受入れ、児童･学生の社会学習に協力しています。2010年度は学生(小･中・高専）･一般の175名の見学､
　またｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ7名を受入れました。

●小学生の工場見学受入

●国分川の美化、「国分川をきれいにする会」主催のシバ焼きに毎年参加しています。2010年度は25名が参加し
　　地域活動に協力しました。

自主基準 測定値測定項目

ばいえん発生施設
ばいじん（単位：g/ｍ

3
N）

測定項目

窒素酸化物（単位：ppm酸素換算）

市の排出基準

生
活
環
境
排
水

工場内の車両､ﾀﾝｸ･ﾛｰﾘｰな
どから万一薬液等が流出し
た場合、ｹﾐｶﾙ･ｵｲﾙ用吸着
剤を各所に設置すると共
に、工場の最終雨水出口に
緊急遮断弁を設置し薬液等
が工場外へ流出するのを防
ぎ、二次害発生の防止に努
めています。

有
害
物
質
を
含
む
水


